
社会資本総合整備計画
豊かな自然景観を活かしたにぎわいあふれる多目的広場づくり

平成２７年度　～　平成３０年度　（４年間） 可児市

広域避難場所の収用人数 平成26末 0人 ⇒ 平成31末 16,500人
一日利用者数 平成26末 106人 ⇒ 平成31末 706人

（H２６末） （―） （H３１末） ※中間目標は任意

防災活動拠点の広域避難場所として、利用可能面積／１人当たりの必要面積 0 人分 16,500 人分

利用者数の計測。 106 人／日 706 人／日

624 百万円 624 百万円 0 百万円 0 百万円

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30

1-A-1 公園 一般 可児市 直接 可児市 624

合計 624

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30

0

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30

0

0

合計 0

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

都市公園事業（可児市土田渡地内）
公園面積3.3ｈａ
多目的広場、園路整備

可児市

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町村名
全体事業費
（百万円）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ａ Ｂ Ｃ

効果促進事業費の割合

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

可児市の北西部に位置しており、予定地北側は木曽川左岸に面し、豊かな緑と良好な景観を活かした、あらゆる世代が憩いの場として利用できる広場の整備を実施するとともに、公
園広場を広域避難場所として災害時の防災活動拠点に地域防災計画で位置付け、災害に強いまちづくりを目指す。

計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標



計画の名称

計画の期間 平成２７年度　～　平成３０年度 可児市

豊かな自然景観を活かしたにぎわいあふれる多目的広場づくり

交付対象

土田渡地内多目的広場

１－A－１


